
学 科 名 （ 修 業 年 限 ）

授業科目名
単位

時間数
実務経験

教員
シラバス

ページ番号

キャリアデザイン(1) 60 〇 IT１-０１
Ｏｆｆｉｃｅ基礎 30 〇 IT１-０２
Ｏｆｆｉｃｅ応用 30 〇 IT１-０３
データベース基礎 60 〇 IT１-０５
システム開発技術 60 〇 IT１-０６
プログラミング基礎 60 〇 IT１-０７
システム開発管理 60 〇 IT１-０８
ネットワーク基礎 30 〇 IT１-０９
データベース実習 60 〇 IT１-１１
システム企画(1) 60 〇 IT１-１２
情報セキュリティ 60 〇 IT１-１３
システム開発実習(1) 60 〇 IT１-１４
プログラミングA 60 〇 IT１-１５
デザイン実習A 30 〇 IT１-１６
Ｗｅｂ制作(1) 30 〇 IT１-１７
ネットワーク応用(1) 60 〇 IT１-１８

合計時間数 810

授業科目名
単位

時間数
実務経験

教員
シラバス

ページ番号

キャリアデザイン (2) 30 〇 IT2-19
プレゼンテーション技法 60 〇 IT2-20
Ｗｅｂプログラミング 120 〇 IT2-22
プログラミングB 120 〇 IT2-23
プログラミングC 120 〇 IT2-24
Ｗｅｂ制作(2) 60 〇 IT2-25
資格対策講座 60 〇 IT2-26
システム開発実習(2) 60 〇 IT2-27
システム企画(2) 30 〇 IT2-28
ネットワーク応用(2) 60 〇 IT2-29
卒業制作 30 〇 IT2-30

合計時間数 750

総合計時間数（２年間） 1560

２年次

実務経験のある教員等による授業科目一覧

IT ソ リ ュ ー シ ョ ン 科 （ 2 年 ）

１年次





担当者名

実務経験

単位数

1

時間数

30

授業概要

学習到達目標

評価方法

週数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

授業科目名
田辺顕朗

企業での採用・教育研修・企画・マーケティング
Office基礎

IT1-02

授業方法

教科書

30時間アカデミックOffice2021
学科 学年 学期 科目種別

ITソリューション科 1年 前期 必修 講義・実習

マイクロソフトオフィス（Word・Excel）の基礎操作演習を行う。
課題作成を通じ、理解を深められる様に実施。
操作方法の習得・MOS上級試験合格への実力をつける事を目的とするが、アプリ使用が実務上問題なく実施できるスキルを身につけることを目
標に、演習をメインに進めていきます。
機能・条件設定などの理解度を上げ、Specialist試験範囲の演習を実施しながらスキルの定着を図ります。

利用頻度の高い関数や文書作成を中心に理解度を上げ迷わず利用出来るようになる。
Microsoft Excel・Wordの基本～中級までの各種機能と操作を修得。
ビジネス資料の作成ノウハウと併せ、実際に表・グラフを作成し、その作成技術と基礎的な数値分析手法を習得する。

定期試験（50％）、演習（25％）、平常点（25％）

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

Microsoft Excel画面の見方～基本操作～基本の表作成
Microsoft Excelを用いた資料作成練習、それに伴う機能・関数について

各種機能に触れ、Excelの基本に触れる
ショートカットの理解　Excelで出来る事の概略を理解。
単元の課題作成

Microsoft Excelを用いた資料作成練習、使用する機能・関数の説明
ブックとシートの表示のカスタマイズ・保存
セル、セル範囲の作成・書式設定・グループ化
単元の課題作成

Microsoft Excelを用いた資料作成練習、使用する機能・関数の説明
テーブルの作成・変更・レコード抽出
数式と関数の適用①　参照の使い分け①
単元の課題作成

Microsoft Excelを用いた資料作成練習、使用する機能・関数の説明
数式と関数の適用②　参照の使い分け②
数式と関数の適用③　グラフ・オブジェクト作成①
単元の課題作成

Microsoft Excelを用いた資料作成練習、使用する機能・関数の説明
ユーザー定義の表示形式と入力規則。条件付き書式とフィルタ
ブックの要素の作成・変更
オブジェクト定義と名前付き範囲　関数のネストと論理演算

Microsoft Excelを用いた資料作成練習、使用する機能・関数の説明
財務関数を用いたビジネス分析　データの統合
二軸グラフの作成　グラフのテンプレート保存

Microsoft Excelを用いた資料作成練習、使用する機能・関数の説明
ピボットテーブルの作成・管理　フィールドの追加
ピボットグラフの作成とドリルダウン分析

Microsoft Word画面の見方～基本操作～基本の文書作成
Microsoft Wordを用いた文書作成演習
使用する機能の説明

各種機能に触れ、Wordの基本に触れる
文書の作成・移動・書式設定・表示のカスタマイズ
単元の課題作成

Microsoft Wordを用いた文書作成演習
使用する機能の説明

文書の印刷保存・段落の挿入と書式設定、グループ化
文書内における表の作成・変更・リスト作成

Microsoft Wordを用いた文書作成演習
使用する機能の説明

参考資料の作成と管理（脚注・資料文献・引用文献・図表番号）
グラフィック要素の挿入と書式設定（図形・アート効果・オブジェ
クト・SmartArt）

Microsoft Wordを用いた文書作成演習
使用する機能の説明

レイアウトと書式の繰り返し・ページ番号
オンライン画像・数式の挿入
長文作成のサポート・見出しスタイル・アウトライン番号・段落スタ
イル・目次の作成

Microsoft Wordを用いた文書作成演習
使用する機能の説明

課題作成 ： 模擬ビジネス資料作成

Microsoft Wordを用いた文書作成演習
使用する機能の説明

課題作成 ： 模擬ビジネス資料作成

Microsoft Wordを用いた文書作成演習
使用する機能の説明

課題作成 ： 模擬ビジネス資料作成

前期末試験 検定試験想定問題





担当者名

実務経験

単位数

4

時間数

60

授業概要

学習到達目標

評価方法

週数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

DBMS　データベースの保全機能，排他制御，デットロック

DBMS　データベースのリカバリ機能・ロールバック・ロールフォワード

問題演習　情報処理技術者試験の問題を利用

分散データベース，データウェアハウス，その他の関連技術
　データウェアハウス，データマイニング，データクレンジング

前期末試験

DBMSの機能を理解する

問題演習を行い理解を深める

いろいろな場で利用されているデータベースを
理解する

データ定義言語のデータベースの定義
　データベースの定義，テーブルの定義

データベースの定義の仕方を理解する

グループワーク　データベースの正規化と定義
問題演習を行いデータの正規化を
習得する

データ定義言語のビューの定義，アクセス権の定義
ビューとアクセス権の定義命令の記述の仕方を
理解する

オリエンテーションの実施
　　資格の必要性について

グループワーク　データ操作言語の演習　中間試験 問題演習を行い理解を深める

データ操作言語のテーブル操作　データの挿入・追加・削除 操作命令の記述の仕方を理解する

オリエンテーション（講義内容，評価等の説明）
　リレーショナルデータベースの仕組みとファイルとの違い

データベースの正規化　候補キー，主キー，第１～３正規化
データベースの正規化の意義を
理解する

データ操作言語の参照　条件指定のない参照，条件のある参照

データ操作言語の参照　データのグループ化，データの整列

データ操作言語の参照　テーブルの結合，副照会

参照命令の記述の仕方を理解する

現代社会と情報システムに欠かせない存在であるデータベースについて学んでいく。SQL言語はAccessで実際に動作を確認
しながら進めていく。

基本情報技術者試験の科目A修了試験に関する理解が目標である。さらに，基本情報技術者試験の合格を目指す。

出席・課題提出・試験など総合評価

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

科目種別 授業方法
ITワールドサブノード

株式会社インフォテック・サーブ
ITソリューション 1年 前期 必修 講義

教科書

ITワールド
学科 学年 学期

IT1-05

授業科目名 データベース基礎
伊藤和子

企業において情報システム開発の経験







担当者名

実務経験

単位数

4

時間数

60

授業概要

学習到達目標

評価方法

週数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

IT1-08

授業科目名 システム開発管理
佐藤 一　・　田辺顕朗

企業における企画・マーケティング・研修

教科書

IT戦略とマネジメント
学科 学年 学期 科目種別 授業方法

IT戦略とマネジメント・サブノート
株式会社インフォテック・サーブ

ITソリューション 1年 前期 必修 講義

プロジェクトマネジメントの概要の理解・用語・経
営・組織論を理解する

サービスマネジメントの具体的な手法について・
ビジネス戦略と目標・評価、経営管理システムを
理解する

システム監査と内部統制・技術戦略マネジメント①
システム監査の理解と実例・内部統制とは・技術
開発戦略の立案を理解する

プロジェクトマネジメントの概要・ステークホルダ・スコープ・リソース・企業活
動①

各種リソース管理の理解・OR・IEを理解する

1,2週目の問題演習および解説・会計・財務を理
解する

サービスマネジメントの概要の理解・ITILの理
解・経営戦略手法とマーケティングを理解する

時間管理・コスト管理・品質管理・調達・企業活動②

情報処理技術者試験に出題されるストラテジ分野の知識を身に着ける
プロジェクトマネジメント・サービスマネジメント・システム監査の理解

基本情報技術者試験の科目A修了試験に関する理解が目標である。さらに，基本情報技術者試験の合格を目指す。

出席・課題提出・試験など総合評価

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

情報処理試験対策１　・サービスの設計，移行,中間テスト
マネジメントに関する問題演習・サービスのマ
ネージメント、知識定着度を確認する

情報処理試験対策２・ビジネスインダストリ①
マネジメントに関する問題演習・ビジネスシステム
を理解する

情報処理試験対策３・ビジネスインダストリ②
マネジメントに関する問題演習・エンジニアリング
システムを理解する

情報処理試験対策６・法務①

情報処理試験対策７・法務②

前期末試験

監査に関する問題演習・知的財産権・労働関連・
取引関連法規を理解する

監査に関する問題演習・その他の法律・ガイドライ
ン・技術者倫理・標準化関連を理解する

プロジェクトマネジメントのまとめ・確認テスト・企業活動③

サービスマネジメントの概要・ITIL・経営戦略マネジメント①

サービスマネジメントの手法・経営戦略マネジメント②

サービスマネジメントに関する問題演習・e-ビジ
ネスを理解する

サービスマネジメントに関する問題演習・民生機
器　産業機器を理解する

情報処理試験対策４・ビジネスインダストリ③

情報処理試験対策５・ビジネスインダストリ④

まとめとテストおよび解説・技術戦略マネジメント②
4～6週目の問題演習および解説・技術開発計画
を理解する



担当者名

実務経験

単位数

2

時間数

30

授業概要

学習到達目標

評価方法

週数

1

2

3

4 インターネットパケットとIPアドレス

5

6 ネットワークの仕組み

7 ネットワーク管理

8

9

10

11

12

13

14

15

情報ネットワークのLANとネットワーク技術
LANとネットワーク技術について学ぶ．動画なども
もとにLANの各種構成要素とネットワーク技術を
理解する．

期末試験

リスクコミュニケーション

ネットワークの社会的な発展や便益を踏まえ，リス
クコミュニケーションを学ぶ．コミュニケーションの
特徴を理解し，ネットワークの活用におけるコミュ
ニケーション上のリスクについても理解する．

情報ネットワークの発展

社会におけるネットワークの普及について学ぶ．こ
れまで学んだネットワークの知識を振り返りつつ，
ネットワークが社会でどのようにして発展したのか
を理解する．

情報ネットワークのサービス

ネットワークのサービスを学ぶ．動画などももとに
コンピュータの基本特性，現代社会におけるネット
ワークの必要性，サービスプロトコルの特徴を理解
する．

情報ネットワークのネットワークアーキテクチャとパケット
ネットワークアーキテクチャを学ぶ．ネットワークに
おけるアーキテクチャの必要性，歴史を踏まえ特徴
を理解する．

インターネットに限らずネットワークの基本的な構
成技術について学ぶ．変調方式や同期方式など
ネットワークの基礎的知識を理解する．

ネットワークの管理について学ぶ．ネットワークの
管理用プロトコルや技術について理解する．

振り返りと実力試験

基本情報技術者試験の科目A免除試験に向けた対
策を行う．これまでの範囲を振り返り，試験で出題
されやすいキーワードをもとに復習し，苦手範囲と
問題傾向を理解する．

インターネットパケットの構成要素であるIPアドレ
スを学ぶ．インターネットパケットの構成を理解し，
IPアドレスの種類と仕組みを理解する．

LAN
LAN接続の技術および機器を学ぶ．LANの各接続
方式とその特徴やLAN間接続装置の特徴について
理解する．

情報ネットワークの概要と基本構成
情報ネットワークの概要や試験との関連を学ぶ．
LANとWAN，インターネットなど基本的なネット
ワークの仕組みや構成が理解できる．

インターネットサービス
インターネットサービスの基本および利用を学ぶ．
インターネットにおけるサービスの特徴と仕組みを
理解する．

ネットワークアーキテクチャについて基本の7層モ
デル，およびインターネットの４層モデルを学ぶ．
ネットワークアーキテクチャの意味を理解し，各層
の特徴や代表的なプロトコルを理解する．

ネットワークアーキテクチャ

基本情報技術者試験の出題範囲である情報ネットワークにおいて，知識の習得を目指す．

基本情報技術者試験の科目A試験問題において情報ネットワークの内容に関し60%以上の得点を得られる．
基本情報技術者試験の科目B試験問題において情報ネットワーク知識を要する出題範囲に対応できる．

出席率，課題提出，試験

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

授業方法

教科書

ITワールド
学科 学年 学期 科目種別

ITワールドサブノート

キタミ式イラストIT塾　基本情報技術者
ITソリューション 1年 前期 必修 講義

授業科目名
松村　一矢

情報ネットワークの利活用に関連した
調査研究の実務経験がある

ネットワーク基礎

IT1-09











担当者名

実務経験

単位数

2

時間数

60

授業概要

学習到達目標

評価方法

週数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

カプセル化
カプセル化とそれを実現する仕組みを学ぶ．カプセ
ル化の特徴を理解でき，それをもちいたプログラ
ムが作成できる．

演習（API活用）
振り返りおよびアプリケーション作成を行う．Java
言語およびプログラミングの基本的な理解を踏ま
え，応用的なプログラムの作成ができる．

期末試験

継承とその扱いを学ぶ．継承の特徴を理解でき，そ
れをもちいたプログラムが作成できる．

高度な継承とその扱いを学ぶ．継承における抽象
化の概念を理解し，それをもちいたプログラムが作
成できる．

ポリモフィズム
多態性（ポリモフィズム）とその扱いを学ぶ．ポリモ
フィズムの特徴を理解でき，それをもちいたプログ
ラムが作成できる．

継承

クラス管理
クラスとその管理を学ぶ．クラスの基本的な性質を
踏まえ，パッケージ等によるプログラムの分割技法
を理解できる．

まとめと確認試験

クラスとインスタンス

クラスとインスタンスの違いを学ぶ．クラスの性質
を踏まえ，オブジェクトの特徴を理解でき，オブ
ジェクト指向のプログラミングの特徴を理解でき
る．

制御構造
制御構造を学ぶ．順次，選択，繰返しの基本構造を
理解し，それらの構造によるプログラムを作成でき
る．

データ構造（配列）
配列とその仕組みを学ぶ．データ構造の基本と配
列の性質を理解し，それらの構造によるプログラム
を作成できる．

メソッド
メソッドの定義と呼び出しを学ぶ．関数の基本的な
性質を踏まえ，メソッドの特徴を理解する．それら
の仕組みによるプログラムを作成できる．

概要と開発環境の準備
Java言語の特徴を概説し，開発環境の環境の導入
をする．プログラミング言語とJava言語の特徴が
理解できる．

Javaプログラム体験と書き方
Java言語によるプログラミングを体験し，仕組み
を学ぶ．Java言語による基本的なプログラムの書
き方を理解できる．

式と演算子と型，命令実行の文
式と演算子，および基本データ型を学ぶ．式と演算
子の性質，基本データ型の種類について説明でき
る．

プログラミング言語におけるJava言語の利活用を学び，プログラミングの性質と，Java言語に特徴的であるオブジェクト指向を学
ぶ．学んだ内容を踏まえ，基本情報技術者試験のオブジェクト指向に関する問題に対応できることも目指す．

Java言語を用いたアプリケーションを作成できる．Javaプログラミングの仕組みを説明出来る．
Java言語の事例とし，プログラミングにおける基本的な性質を理解できる．
基本情報技術者試験において各種アルゴリズム，オブジェクト指向に関する出題に対応できる．

出席率，課題提出，試験

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

授業方法

教科書

スッキリわかるJava入門
学科 学年 学期 科目種別

ITソリューション 1年 後期 必修 講義・実習

授業科目名
松村　一矢

プログラミング言語を用いた
システム開発による研究経験がある

プログラミングA

IT1-15





























担当者名

実務経験

単位数

1

時間数

30

授業概要

学習到達目標

評価方法

週数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

授業科目名
布川博士

ソフトウェア開発と管理に関する調査研究の実務経験
卒業制作

IT2-30

授業方法

教科書

独自資料
学科 学年 学期 科目種別

ITソリューション科 2年 後期 必修 実習

本授業はこれまで学んだ内容，特にシステム開発実習，システム企画(1)の内容をもとに，ソフトウェアシステムを企画し制作する．
資料の配布およびレポートの提出は教員作成の独自の情報システムを用いる(授業外でも随時提出可)

制作したいものを客観的データをもとに企画し，それを説明でき，制作することができる

出席率2/3以上．課題を全回提出(授業時間内に出来ない時次回授業までの宿題)、期末試験において60%以上の得点

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

企画(1)調査 企画のための調査，できれば数量的に

企画(2)情報システムとしての説明(ライフサイクルを含む) 情報システムの企画

企画(3)ソフトウェアシステムとしての説明(ライフサイクルを含む) 情報システムのためのソフトウェアの企画

企画(4)事業の説明(ライフサイクルを含む) 情報システムを利用した事業の企画

設計(1)事業の設計とプレゼンテーション 事業の設計

設計(2)情報システムの設計 情報システムの設計

設計(3)情報システムの設計とプレゼンテーション 情報システムの設計

設計(4)ソフトウェアシステムの設計 ソフトウェアシステムの設計

設計(5)ソフトウェアシステムの設計とプレゼンテーション ソフトウェアシステムの設計

制作(1)稼働物(MVP,Minimum Viable Productもしくは説明用モック
アップを作成

稼働物もしくは説明用モックアップの作成

制作(2)稼働物(MVP,Minimum Viable Productもしくは説明用モック
アップを作成

稼働物もしくは説明用モックアップの作成

制作(3)稼働物(MVP,Minimum Viable Productもしくは説明用モック
アップを作成

稼働物もしくは説明用モックアップの作成

制作(4)稼働物(MVP,Minimum Viable Productもしくは説明用モック
アップを作成

稼働物もしくは説明用モックアップの作成

制作(5)稼働物(MVP,Minimum Viable Productもしくは説明用モック
アップを作成

稼働物もしくは説明用モックアップの作成

最終プレゼンテーション，期末試験 まとめ


